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イースター（復活日）礼拝 説教「我らの神、主のもとへ上ろう」 要旨 
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イースターおめでとうございます。こ

の祝いの日に先立ち、主は、私たちにこ

う仰いました。「しばらくするとあなた

がたは私をもう見なくなるが、またしば

らくすると、私を見るようになる」と。

このお言葉通りに、主イエスは、この朝、

甦られました。この日の御言葉は、その

ことを私たちに語るものですが、それゆ

え、主が、「マリア」と、マグダラのマ

リアに向かい、そう呼びかけられたよう

に、主イエスにその名を呼ばれ、この場

へと召し集められ、御言葉の語る主の真
実に触れているのが、イースターの朝を

迎えた私たちであるということです。こ

のように、主の甦りが、私たちにとって

他人事ではない以上、私たちは、そこで、

この驚くべき出来事への喜びを大きくす

ることにもなるのですが、それがまた、
主が甦られたこの朝の、私たちの自然な

姿でもあるのでしょう。 

ところが、御言葉は、私たちのそんな
思いとはまた別の方向へと私たちを導こ

うとしているように思うのです。感情の

赴くまま、気持ちに流されるまま、その

喜びを現すことには、いささかの躊躇を

覚えているかのように見えるからです。

そのわけは、主の次の言葉の中に見るこ

とができます。主イエスに声をかけられ、

その声の主人が主イエスだと分かったマ

リアに向かい、主イエスは「私にすがり

つくのはよしなさい。まだ父の元へ上っ

ていないのだから」とこう仰ったという
のです。このことはつまり、「復活する

ことですべてが終わったわけではない、

復活は、いわば通過点に過ぎない、だか

ら、我を忘れたように喜びなさんなよ」

と、主がマリアにこう言ったということ

です。そして、復活に至るまでの前後を
考えるなら、それも分かるように思いま

す。なぜなら、主イエスの物語は、十字

架の主の復活だけを伝えるものではない

からです。 

十字架から復活へと導かれた主は、天

に昇り、神の右に座したまい、そして、

終わりの日に神の御前へと私たちを迎え

入れることをその使命としているのです。

従って、この一連の流れを無視するかの

ように、復活だけを取り上げ、喜ぶこと

はできません。ですから、この点を、私

たちがもう一度しっかりと受け止めるな

ら、このように手放しでない理由も分か

ります。また、それと共に、復活の事実

性、その有無についての議論が、いかに

木を見て森を見ない議論に過ぎないかか
もよく分かります。このようにただ喜べ、

喜べと、騒ぎ立てることなく、また、嘘

だ嘘だと騒ぎ回るでもなく、ある種の抑

制を利かしているところに、復活の出来

事を伝える御言葉の本質がよく現されて

いるように思います。ただし、この抑制
を利かせているということを誤解し、だ

から、私たちが、主の復活を喜んではい

けないと考えてはなりません。同調圧力

のように人々を扇動をし、また、無意味

な自粛を、御言葉は求めているわけでは

ないからです。 

復活の喜びを現す上で重要な点は、十

字架の出来事を経て復活へと導かれてき

た私たちが、この朝、どのような心持ち

で迎えたかということです。それは、一

言で言えば、手放しの喜びではなく、静

かな喜びです。そこで、今日は、そのこ

とを確認したく、一番最初に讃美歌の

321 を選ばせていただいたのですが、そ
れは、十字架という闇を経験した私たち

が、この朝、感じるに至ったことが、こ

の静かな喜び、つまり、主への信頼と神

への静かな希望であるからです。そして、

今日の御言葉がある種の抑制をきかせて

私たちに復活の出来事を語るのはそのた
めでもあるのです。ですから、この姿勢、

つまり、静かな喜びこそが、私たちのイ

ースターの迎え方だと言えるのでしょう。 
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そこで、イースターを巡っての昨今の

風潮を批判的に思い起こされた方もいる

ことでしょう。昨今、クリスマス等と同

様に、イースターを商機として捉えられ

るに至ったからです。けれども、この日

の御言葉に聞いていくなら、私たちはそ
うした現状を特段にいぶかしく思う必要

はありません。むしろ、クリスマスのよ

うにイースターが話題に上るようになっ

たこと自体は、喜んでいいことだからで

す。ただし、そこで、忘れてはならない

ことは、今申しましたように、私たちが

主の復活をどのような心持ちで迎えたの

かということです。なぜなら、それは、

私たちの生き方、人生にも繋がるもので

もあるからです。 

もし、私たちが、この点を見失ってこ
のイースターを迎えるようなことがあれ

ば、私たちが祝うイースターも、世間が

イベントとして行うイースターも、何一
つ変わらないものになるのでしょう。そ

して、もしそうだとしたら、私たちは、

人生の道筋をも見失っているということ

にもなるのでしょう。ですから、こうし

てイースターを祝うということはつまり、

同じように祝っているように見えながら
も、世間の人たちが、あれ、どこか違う

ぞ、そう思っていただける機会が与えら

れたということであり、それゆえ、そう

いうチャンスが与えられたことは、むし

ろ、いいことのように思うのです。そし

て、イースターの静かな喜びを、そうし
た状況下で私たちがこうして現すことが

許されていることは、私たちが、自らの

人生の道筋をしっかりと踏みしめている

からであり、それゆえ、イースターは、

私たちの信仰の本質を人に伝える上での、

とてもいい機会とされていると、そのよ
うに言うことができるのです。 

ですから、私たちが、世間の向こうを
張って、本家と元祖の争いをするような

愚かな真似をする必要はありません。十

字架から復活へと向かわれた主について、

この時、御言葉が私たちに語ることが、

主への信頼と神への静かな希望である以

上、わざわざ敵を作って争うような真似
は、やはり慎まなければなりません。む

しろ、そこで意味のない争いを避ければ

こそ、この静けさが、私たちの生き方、

人生となって、現されることにもなるの

です。ただ、このイースターの静かな喜

びでありますが、これは、私たちの手の

内に勝手に転がり込んできたわけではあ

りません。では、どのようにして、この
静けさが私たちにもたらされたのか、そ

こで、この点を改めて確かめたいと思い

ます。 

主の復活の朝、誰よりも早く主イエス
にその名を呼ばれたのが、このマグダラ

のマリアでありました。ただ、その直前

において、マリアが主の墓の前に立ち泣

いていたとあるように、十字架によって
断ち切られた主との絆を回復することは、

自らのその力を持ってしてできることで

はありませんでした。主を心から愛する

者にとって、主の十字架の出来事は、言

葉に言い表すことができないくらいの辛

い出来事であったからです。でも、そう
でありながら、その私たちが、主への信

頼を新たにすることが許されたのは、主

にその名を呼ばれることで、新たな信頼

と静かな希望が与えられることになった

からです。このように、この朝、私たち

が感じている静かな喜びは、主からその
名を呼んでいただくことで新たに与えら

れたものであり、悲しむ者がこのように

喜ぶ者へと変えられて行ったのは、復活

の主が呼びかけ、その後も共にいてくだ

さり、そして、ここが肝心なところでも

ありますが、それがぬか喜びに終わるこ
となく、御国へと導かれ、ずっと続くこ

とを知らされたからです。ただし、人が

この思いに至るためには、しばらくの時

間を必要としているのであり、ぱっとす

ぐに分かることではありません。 

十字架の出来事は、自らに対する主の
思いが変わらない、失うことがないと信

じていた人々にとって、一切を失う出来
事でもありました。ところが、十字架の

出来事を経て、復活の主と出会うことで、

この思い込みが少しずつ、本当に少しず

つでありますが、少しずつ和らぎ、自分

たちと主イエスとの関係性が、主のその

お言葉どおりに変わることがなく、また
失われることもないのだと、主の死を悼

み、悲しむ人々は、このことを実体験す
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ることになったのです。このように、復

活を理解し、その先の道筋を見出すため

には、時間が必要であり、また、その時

間を備え、その傍らに立ち続けてくださ

っているのが、復活の主イエス･キリス

トというお方でもあるのです。 

主の十字架の出来事は、弟子たち、共

に歩んだ女性たち、主に信頼し、最後ま
で従おうとした人々にとって、混乱、恐

れ、疑い、怒り、絶望、そして、自責の

念、負い目など、十字架を経験した人間

が、恐らくは感じるであろう、あらゆる

ネガティブな感情を湧き上がらせるもの

でもありました。それだけにまた、主が
復活されたという話を聴くだけで、彼ら

の頑なな思いが、簡単に覆えされること

はありませんでした。慣れ親しんだもの

が根こそぎ失われ、奪い去られたわけで

すから当然です。そして、その人生にお

いて、幾度となくそうした経験をさせら
れるのが私たちでもありますが、ところ

が、十字架という乗り越えることのでき

ないこの深い悲しみと苦しみを経て、静

かに変えられていくことになったのが、

このマグダラのマリアであり、主イエス

の弟子たちであり、そして、この朝、静
かな喜びに包まれている、主を信じ信頼

する私たちでもあるのです。 

それゆえ、私たちは、今年も、こうし
てイースターを迎え、主への信頼と神へ

の静かな希望をもって、主の復活を祝う

ことが許されているのですが、ですから、

そこで、もし私たちがこの静かな喜びで

はなく、どんちゃん騒ぎを優先するなら、
イースターを祝うことは、別の意味を持

つことになるのでしょう。どんちゃん騒

ぎは、絶望と混乱、怒り、自責の念とい

った、そうした、様々なネガティブな感

情を一気に希望へと変えるための予行演

習のようなものであり、もし、私たちに
とって、イースターの祝いがそういうも

のであるとすれば、語るに落ちるとはこ

のことを言うのでしょうが、その時、私

たちは、復活の主と出会っていないこと

を自ら証明することになるのです。つま

り、主イエスの復活が、壊された主イエ
スとの関係性が再び回復され、元の鞘に

戻ったに過ぎないとすれば、イースター

は、覆水盆に返る出来事と言うことにな

り、もうしそうであるとすれば、それは、

私たち信仰者の生き方、人生に次のよう

な影響を与えることにもなるのでしょう。 

愛する者であったり、地域、職場、学
校など自分自身の思い入れの強いもので

あったり、私たちには、その人生におい

て、恵みとして多くのものを与えられ、
そして、それを大切に思うものでもあり、

マリアも主イエスの弟子たちもそうでし

た。ですから、そういう大切なものを奪

われ、失うような経験をした際、その深

い哀しみと苦しみに置かれた私たちが、

回復へと導かれるためには、悲しみや苦
しみを完全に打ち消すことが一番手っ取

り早い方法でもあるのでしょう。そして、

主の復活の出来事が、そのような意味で

覆水盆に返るような出来事であったなら、

これほど分かりやすく、誰もが納得でき

るものはありません。けれども、それで
は、十字架自体がなかったこと、無意味

なものとされなければなりませんが、け

れども、主の復活は、マリアが主の十字

架を深く悲しんだように、覆水盆に返る

ような出来事として、人々に経験された

わけではないのです。 

イースターを祝うために必要なことは、

マリア初め弟子たちがそうであったよう
に、十字架の上に立ち、深く悲しみ、そ

こから復活の喜びへと導かれることです。

十字架を無視し、なかったことにするこ

とではありません。十字架の哀しみ、十

字架の苦しみを担い、引き受け、このよ

うに、十字架の上に立ち、主イエスの愛
と救いの業を思い起こすことで、その喜

びはもたらされるものなのです。壊れた

事実、失われた現実に背を向けることに

よって、与えられるものではありません。

主イエスとマグダラのマリアとのここで

の出会いが、そのことを私たちに明らか
にしてくれているのです。 

主イエスの墓の前で涙するマグダラの

マリアは、その哀しみで一杯になり、そ
の心を深く閉ざしておりました。そして、
その直後、マリアは、主イエスに呼びか
けられ、二度、主イエスの方に振り返っ
たと御言葉にはあるのですが、振り返っ
たと言うことはつまり、マリアは、主イ
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エスに背を向けていたと言うことです。

つまり、一度目に振り返ったとき、すぐ
に主イエスだと分からず、そして、その
次に、マリアと呼びかけられ、主イエス
だと分かったその時にも、主イエスに背
を向けていたのが、その時のマリアであ
ったということです。けれども、壊れた、
失われたとの思いゆえに、主イエスにも、
そして、自らに対しても、その心を固く
閉ざすマリアが、主へと心を開くに至っ
たのは、主イエスが、マリアから離れる
ことがなかったからです。「婦人よ、な

ぜ泣いているのか。誰を探しているの
か。」との主イエスの呼びかけが、その
ことを現しているように思います。そし
て、その上で、御言葉は、マリアと主イ
エスご自身の関係が、決して崩されない
ことを語るのです。 

主イエスのことを墓の園庭と思い込む

マリアは、主に対し、こう語ります。
「あなたがあの方を運び去ったのでした

ら、どこに置いたかを教えてください。

私があの方を引き取ります」と、主に対

し、マリアはこう言ったというのですが、

聞き覚えのある主イエスの声を聞いたマ

リアでありながら、なお、主イエスの存
在に気がつかなかったのは、主イエスに

向けられたその愛と、主イエスとの関係

性が断ち切られたがゆえのその悲しみが、

それだけ深いものであったからです。そ

して、その直後、主イエスが、「マリ

ア」と呼びかけることで、マリアの心は

主へと開かれることになったのですが、

けれども、主イエスのこの呼びかけとマ

リアのその直前の問いかけとの間には、

大きな空白があるように私は思うのです。

そして、この空白は、主に背を向けてい

る時間の長さを現すものであり、また、
すべてのものをはねつけ、拒む、マリア

の悲しみと苦しみの大きさを現している

ように思うのです。しかし、そこに主は

共にいてくださり、この共にいます主が、

マリアと呼びかけてくださった。マリア

と主イエスとの間にあった溝が、この主
の「マリア」との呼びかけによって埋め

られ、マリアは、主イエスへと心を開く

ことになったのです。つまり、この隔た

りが埋められることになったのは、そこ

に主が共にいてくださったからです。 

悲しみと苦しみの中で、その原因とな
った出来事を恵みとして受け止めること

は、簡単なことではありません。主イエ

スとの暮らしを大切にしていた弟子たち、

このマリアでさえそうであったのですか

ら、私たちにそれが難しいことは明らか
です。けれども、そのマリア、弟子たち

が、ここで変えられていったように、私

たちが悲しみを悲しみとして、苦しみを

苦しみとして、十字架の前で嘆けばこそ、

共にいます主の存在が、私たちの頑なな

心を少しずつ、少しずつ開いてくださり、
そして、その頑なさが和らいだとき、主

は私たちに呼びかけ、固く閉ざしたその

扉を開け放つかのように、私たちにその

姿を明らかにされるのです。この朝の私

たちの心持ちを「静かな喜び」と一言で

表すのは、主と共に歩み、経験したこれ
までのことを思い起こすからであり、そ

して、それゆえにまた、私たちは、悲し

み、涙していいということです。それは、

十字架が、私たちにとって、安心して嘆

いていい場所であるからです。 

十字架の前に立ち、心を閉ざし、十字
架に背を向け、嘆くしかない私たちでは

ありますが、主イエスは、その一人ひと
りのその名を呼び、復活の事実を明らか

にしてくださったのです。そして、私た

ちは、私たちと主イエスとの関わりが、

決して壊されることのないことに気づか

され、それゆえ、この朝、静かな喜びを

もって、自らのその気持ちを率直に表す
のが、今の私たちでもあるのでしょう。

ただ、そこで現されるこの時の気持ちは、

この一瞬だけで終わるものではありませ

ん。主とのこの関係性の中で、御国へと

その歩みを進める私たちにとって、この

時の喜びは、さらに深められ、大きくさ
れていくのであり、それゆえ、十字架と

復活の出来事は、私たちの人生、生き方

の土台となるのです。この朝、私たちが

経験していることは、そういうことであ

り、それゆえ、最後にもう一度、申し上

げたいと思います。皆さま、イースター
おめでとうございます。 

祈り 


